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ゲノム科学の進展により、ヒトとその文化が拡散・進化の解析が進んできた。本
セミナーでは、まず、新石器時代以降のコムギの拡散、またヒトの移動に伴うコム
ギ病原菌の拡散過程から見えてきた交雑の重要性を論じる。さらに、遺伝と言語は
共進化するのかどうかというダーウィン以来の論争に対して、ゲノム解析を用いた
解析を紹介する。
清水健太郎先生はゲノム解析による生物進化の研究で世界的に有名な若手の研究
者です。今回、一時帰国の際に金沢でセミナーをして頂く機会を得ましたので、
奮ってご参加くださいますようご案内申し上げます。
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